
１　調査方法

（１）　調査地域 ：  長野県全域

（２）　調査対象者 ：  県政モニター（県内在住の１８歳以上の男女）

　 １，２２８人（無作為抽出１，１２５人、公募１０３人）

　(現在の県政モニターは平成２８年７月から登録）

（３）　調査方法 ：  郵送又はインターネット

（４）　調査期間 ：  平成２９年１１月２２日（水）～平成２９年１２月８日（金）

２　調査の目的・内容

次の５項目について１６問を設定

（１） 県産加工食品の購入状況等について
県産加工食品の消費拡大を図るため、県産加工食品の購入状況等を調査

（２） 県産農産物の認知度・購入意識・食生活について
平成24年度から平成28年度までに実施した調査と同一の質問を設定し、この間の変化を把握するために調査

（３） 県産木材の利用について
県産木材の利用推進のため、県産木材の利用に関する意識等を調査

（４） 人権に関する意識について
効果的な人権施策の参考とするため、人権に関する意識を調査

（５） 県職員の姿勢・行動について
「行政経営理念」（平成24年3月策定）に基づいた改革の進捗状況及び職員の姿勢や行動について、平成24年

度から平成27年度までに実施した調査と同一の質問を設定し、その間の変化を把握するために調査

３ 回収状況

回収数　９８３人　（回収率 ８０．０％）

【男女別と年代別】

※　割合（％）はすべて、総数（n=983）に対する割合

【地域別】
佐　久総　数

回答者数
983

100.0%
103

10.5%

上　小

総　数 18～19歳

不明
4 - - 

0.4% - - 

女 性
482 3 27

49.0% 0.3% 2.7%

50～59歳 60～69歳

86

20～29歳

総　　数

17.3% 10.3%
男 性

497 2 15
50.6% 0.2% 1.5%

70歳以上

32 69 108 101

長　野 北　信

- 
- 

0

諏　訪 上伊那 木　曽 松　本

- 
110

- 

128 66
3.3% 7.0% 11.0%
62

6.3% 8.7% 11.2%
- 

- 
4

0.4%

13.0% 6.7%

- 

　 県政モニターの皆様に対して、県政運営の参考とするために下記のとおりアンケート調査を行いました。

不明
4

0.4%
0

155
17.0%

218 298 167
100.0% 0.5%

983 5 42 94
30.3%
170

9.6% 15.8% 22.2%4.3%

30～39歳 40～49歳

106
10.8%

111
11.3%

52
5.3%

63
6.4% 0.4%

194
0.7% 19.7% 2.4% 27.9% 4.6%

- - 
- - 
- 

7 24 274 45 4
飯　伊 大　北 不　明

「平成2９年度 第３回県政モニターアンケート調査」

平成30年(2018年)２月９日

長野県 企画振興部広報県民課 県民の声係
（課長）小野沢 弘夫

（担当）堀田 浩幸、市川 拓馬
電 話：026-235-7110（直通）

026-232-0111（内線2268）
ＦＡＸ：026-235-7026

回答者の内

佐久地域

10.5%
上小地域

11.3%

諏訪地域

10.8%

上伊那地域

6.4%

飯伊地域

5.3%
木曽地域

0.7%

松本地域

19.7%

大北地域

2.4%

長野地域

27.9%

北信地域

4.6%

不明

0.4%
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■「常に意識して購入している」、「時々意識して購入している」が合わせて約８割

問１ 県産加工食品（農産物以外の飲食料品）の購入状況

１ 県産加工食品の購入状況等について

（単数回答）

28.0

26.0

12.3

23.3

58.2

20.2

35.4

18.9

26.3

14.5

48.1

47.1

40.4

37.4

39.5

23.5

30.1

42.2

30.7

39.0

39.3

32.2

6.4

14.3

28.0

18.7

5.9

28.7

12.7

29.0

18.3

26.2

8.5

0.9

12.8

9.3

11.7

8.1

9.8

3.9

9.7

7.9

7.9

4.4

5.3

4.8

11.1

5.3

3.3

9.5

5.0

9.8

7.2

10.8

5.9

12.3

1.6

1.9

1.5

1.0

1.7

0.8

1.9

1.2

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県産加工食品全般

酒類

飲料

漬物

味噌

調味料

麺類

乳製品

果実・野菜加工品

畜産加工品

大豆加工品

よく購入している たまに購入している ほとんど購入していない 購入していない 意識していない・わからない 無回答

問２ 県産加工食品（農産物以外の飲食料品）の購入意識

■「よく購入している」、「たまに購入している」を合わせた割合は、「県産加工食品全般」が７割超、

「味噌」、「大豆加工品」、「麺類」が約８割

常に意識して

購入している

24.1

時々意識して

購入している

55.2

意識して

いない

18.3

わからない

0.5

無回答

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

79.3

（単数回答）
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■「非常にそう思う」、「そう思う」を合わせた割合は、「地域内の経済が活性化する」、「長野県民とし

て県産品を愛用したい」が８割超、「安心・安全」が７割超

問３ 県産加工食品（農産物以外の飲食料品）全般に対するイメージ

（単数回答）

14.0

1.4

5.3

20.7

16.6

31.2

30.8

56.8

12.7

31.9

53.0

46.2

52.4

52.7

23.3

52.4

38.6

16.9

21.9

9.8

10.5

1.3

24.1

17.4

5.0

7.8

3.1

2.8

0.2

4.6

2.2

0.8

1.2

0.4

0.5

3.6

3.9

3.7

3.0

5.1

2.6

1.9

0.8

0.9

0.9

0.7

1.2

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

品質が良い

価格が安い

店頭で商品を

見つけやすい

安心・安全

（生産者の

顔が見える等）

環境に優しい

（運送時の環境

負荷が低い等）

地域内の経済が

活性化する

長野県民

として県産品を

愛用したい

非常にそう思う そう思う どちらとも言えない

あまり思わない 全く思わない 意識していない・わからない

無回答
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■「りんご：シナノゴールド」、「りんご：シナノスイート」、「信州サーモン」、「りんご：秋映」の認知度は９割
を超えるなど、個々の食材の認知度は前回を上回っている

また、「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度は前回より１３．２ポイント上昇している

① 「りんご：シナノゴールド」 98.8 ％（97.2 ％）
② 「りんご：シナノスイート」 98.6 ％（96.0 ％）
③ 「信州サーモン」 96.0 ％（95.4 ％）
④ 「りんご：秋映」 93.3 ％（87.1 ％）

ほか（単数回答）
【参考】「おいしい信州ふーど（風土）」 67.3 ％ (54.1 ％)
※（ ）内数値は、平成28年度第1回県政モニターアンケート調査数値

■「常に意識して購入している」、「時々意識して購入している」を合わせた割合は、「果物」が９割弱、「き

のこ」、「野菜」が８割超となり、前年度に引き続き高い水準で推移

問５ 県産農産物の購入意識

問４ 信州オリジナル食材等の認知度

52.0

(50.6) 

49.5

(44.6) 

53.7

(45.1) 

21.6

(23.9) 

53.9

(46.2) 

23.0

(21.7) 

35.0

(39.0) 

33.6

(37.0) 

42.8 

(35.2)

31.0

(32.8) 

16.3

(18.1) 

13.3

(13.6) 

11.5

(15.2) 

34.0

(38.1) 

13.5

(17.7) 

3.4

(3.1) 

0.8

(0.9) 

0.4

(1.2) 

0.8

(1.4) 

0.8

(1.5) 

5.4

(6.5) 

1.3

(1.9) 

0.8

(1.4) 

0.8

(1.3) 

0.7

(1.8) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①米

②野菜

③果物

④食肉

⑤きのこ

常に意識して購入している 時々意識して購入している 意識していない わからない 無回答

※（ ）内数値は、平成28年度第1回県政モニターアンケート調査数値

２ 県産農産物の認知度・購入意識・食生活について

（単数回答）
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◇◇ 子どもが減少していることへの問題意識とその理由は ◇◇理 由 ◇◇ 国・県・市町村は少子化に対してどのように取り組むべきか ◇◇◇◇ 理想的な子どもの数と実際に予定している子どもの数は ◇◇◇◇ 子どもを生み育てることは、自分にとってどのような意味があるか ◇◇◇◇ 子育てを楽しいものだと思うか ◇◇◇◇ 子育てをする上で負担や不安を感じているか ◇◇◇◇ 仕事と子育てを両立するために、職場における取り組みは必要か ◇◇◇◇ 国・県・市町村に期待する子育て政策は ◇◇
○子育てにかかる費用のうち最も重く感じる負担（「経済的支援措置」の回答者）「大学・短大の教育費用」 46.2％ 「保育費用」 16.5％ 「妊娠・出産の費用」 12.7％

◇◇ 男性が女性と同程度に行っている育児（子育て）は ◇◇◇◇ 男性の育児（子育て）として行うべきこと、期待することは ◇◇◇◇ 男性が育児に積極的に参加していくために必要なことは ◇◇◇◇ 結婚・出産を契機に仕事を辞めたか ◇◇◇◇ 仕事を辞めた後、再び就業したか ◇◇◇◇ 再就業時の就業形態とその満足度は ◇◇[退職時の就業形態] [再就業時の就業形態]正規職員 11.7％ パート・アルバイト 77.2％ その他 10.2％正規職員 5.0％ パート・アルバイト 85.0％ その他 5.0％◇◇ 今までに育児休暇を取得したことがあるか ◇◇取得しな理 由「理想的な子どもの数」 「深刻な問題である」 女性： 56.5％ 男性： 57.3％「やや問題である」 女性： 20.0％ 男性： 22.2％女性：男性： 女性： 「子どもを育てることで自分も成長できる」女性： 72.9％ 男性： 73.9％子どもがいる： 83.6％ 子どもがいない： 62.5％女性： 70.7％ 男性： 72.7％既婚： 69.2％ 未婚： 74.9％（年代別では女性２０代が最多 79.7％）子どもがいる： 68.9％ 子どもがいない： 75.2％は合わせて ７割以上 （73.5％）は合わせて ７割以上 （71.7％）
(複数回答３つまで)

女性：男性：
(複数回答３つまで)(複数回答３つまで)

女性：男性：女性：男性：
(複数回答３つまで)

女性：男性： （女性は配偶者、男性は本人について回答）（女性は本人、男性は配偶者について回答）①「将来、社会保障の負担（年金等）が増大する」 60.1％①「若年層の減少により社会全体の活力が低下する」 57.5％①「子どもが病気の時等の特別休暇制度の導入」 54.7％①「育児休暇中の経済的給付の充実」 63.6％①「入浴させる」 65.3％①「入浴させる」 82.7％①「育児（子育て）の大変さを理解し認めること」 64.6％①「育児（子育て）の大変さを理解し認めること」 56.6％①「企業が、仕事と家庭生活を両立できる職場環境の整備を行う」 48.4％①「夫婦や家族でのコミュニケーションをよく図る」 43.8％
○理想的な子どもの数： 平均 ２．６６人 （３人： 58.9％ ２人： 30.4％）○実際に予定している子どもの数： 平均 ２．１８人

必要な取り組みの内容は、◇◇農畜産物の購入時に関心のある事項は◇◇◇◇森林の果たす役割の中で期待するものは何か ◇◇◇◇ どのような道路を優先して整備すべきか◇◇◇◇現在の住まいについて、不安（不満）に感じていることは◇◇◇◇現在どの程度、運動・スポーツを行っているか◇◇◇◇学校教育について、どのようなことを優先的に取り組むべきか◇◇◇◇交番や駐在所の警察官に対し、どのような活動を望んでいるか ◇◇◇◇ 交通事故を減らすためにはどうしたらよいか◇◇◇◇ここ５年間で長野県の治安は良くなったと思うか、悪くなったと思うか◇◇●「野菜」、「米」、「そば」で長野県産を意識●「一部整備が進んでいるが、まだ一部で荒廃している」と４割が認識●「市町村内の生活道路」の優先整備が７割超●「火災や地震などの防災面や、防犯面で不安がある」が４２．８％●「行っていない」が５割超●「心の教育の推進（道徳教育の推進）」が７８．１％●「パトロールの強化」「身近な犯罪の取締り」「交番・駐在所に常時警察官がいること」が上位●「飲酒運転、速度超過等の悪質・危険違反者の取締り強化」が７割超●「悪くなった」６３．４％と最多 ◇◇購入時に「長野県産又は地場産」を意識しているか◇◇●前回調査同様「鮮度」が１位、「安全」は11.5ポイント上昇◇◇健全な森林づくりを進めていくために、年間どの程度まで負担できる●「自然災害を防ぐ土砂の流出防止」、「地球温暖化の防止」に８割以上が期待●５００円から１，０００円程度の負担に理解◇◇長野県の森林の現状をどう思うか ◇◇●「すれちがいをしやすくしたり、急カーブ・急勾配を減らす」が約６割◇◇ 県内の道路について、どんな対策を優先的に進めるべきか◇◇◇◇ 県内の道路について、どんな対策を優先的に進めるべきか◇◇■「鮮度」が約８割。「価格」、「安全」が続く。

■「ほとんどできている」、「おおむねできている」を合わせた割合は、「ごはんなどの穀物をしっかりと

る」、「食事を楽しむ」が約９割、「主食、主菜、副菜を基本としたバランスのとれた食事」が８割超とな

り、前年度に引き続き高い水準で推移

問６ 食生活上の実践度

※（ ）内数値は、平成27年度第２回県政モニターアンケート調査数値

29.0

(29.0) 

22.9

(22.2) 

47.1

(49.1) 

28.7

(30.1) 

21.3

(16.9) 

60.6

(54.4) 

61.0

(58.8) 

45.1

(42.0) 

51.0

(49.1) 

58.0

(55.9) 

8.4

(14.3) 

14.4

(16.9) 

6.2

(7.6) 

18.3

(18.2) 

18.6

(24.8) 

1.1

(1.2) 

1.2

(1.3) 

0.7

(0.4) 

1.4

(1.4) 

1.1

(1.5) 

0.8

(1.0) 

0.4

(0.8) 

0.9

(0.9) 

0.6

(1.2) 

1.0

(0.9) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事を楽しむ

②主食、主菜、副菜を基本

としたバランスのとれた食事

③ごはんなどの穀類をしっかりとる

④家庭で料理をつくる際に

地元農産物を利用する

⑤調理や保存を上手にして

無駄や廃棄を少なくする

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない
まったくできていない 無回答

（単数回答）※（ ）内数値は、平成28年度第1回県政モニターアンケート調査数値
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問７ 木製品購入の条件

■「使いやすさ」が約８割、「気に入ったデザイン」が約７割、「価格の安さ」が約６割

① 「使いやすさ」 81.1 ％
② 「気に入ったデザイン」 71.7 ％
③ 「価格の安さ」 59.8 ％
④ 「国産木材の使用」 37.4 ％
⑤ 「県産木材の使用」 14.0 ％
⑥ 「その他」 4.9 ％
⑦ 無回答 1.2 ％

（複数回答）

３ 県産木材の利用について

問８ 量産品との価格差の許容範囲

■「２割高い価格まで」が約３割、「割高となる場合購入しない」が２割超

① 「１割高い価格まで」 20.9 ％

② 「２割高い価格まで」 29.5 ％
③ 「３割高い価格まで」 10.0 ％
④ 「４割高い価格まで」 0.7 ％
⑤ 「５割高い価格まで」 1.4 ％
⑥ 「価格にこだわらない」 12.4 ％
⑦ 「割高となる場合購入しない」 24.8 ％
⑧ 無回答 0.3 ％

（単数回答）

問９ 公共施設を新築、改築する際の木材使用

■「建設費が高くても、部分的に木材を使用した施設が良い」、「木造、鉄筋等の価格が同程度であ

れば木材を使用した施設が良い」が約４割

① 「建設費が高くても、全てに木材を使用した施設が良い」 9.6 ％

② 「建設費が高くても、部分的に木材を使用した施設が良い」 38.9 ％
③ 「木造、鉄筋等の価格が同程度であれば木材を使用した施設が良い」 38.1 ％
④ 「木造、鉄筋等を問わず、建設費が安い施設が良い」 6.9 ％
⑤ 「わからない」 6.1 ％
⑥ 無回答 0.4 ％

（単数回答）

問10 木材利用の際の重要項目

■「認証森林や合法木材などの証明」が４割超、「木材が生産された場所」が約２割

① 「認証森林や合法木材などの証明」 44.5 ％
② 「木材が生産された場所（生産国など）」 19.0 ％
③ 「木材業界から推奨されている」 11.1 ％
④ 「ブランド品であること（木曽ヒノキ・秋田すぎ等）」 5.9 ％
⑤ 「新聞、テレビCMなどで紹介されている」 2.2 ％
⑥ 「わからない」 16.2 ％
⑦ 無回答 1.1 ％

（単数回答）
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n=1,206

① 「そう思う」 15.1 ％（18.7 ％）
② 「少しはそう思う」 35.2 ％（31.4 ％）
③ 「あまりそう思わない」 8.2 ％（ 7.3 ％）
④ 「そうは思わない」 1.8 ％（ 1.5 ％）
⑤ 「どちらともいえない」 36.1 ％（38.9 ％）
⑥ 無回答 3.6 ％（ 2.2 ％）

（単数回答）
※（ ）内数値は、平成28年度第１回県政モニターアンケート調査数値

４ 人権に関する意識について

■「長野県は人権を尊重する意識が定着した住みよい県だと思う」、「少しはそう思う」が合わせて約５割

■「子どもに関すること」が約５割、「女性に関すること」、「障がい者に関すること」が約４割

問11 人権を尊重する意識の定着

問12 長野県で起きていると思う人権問題

※（ ）内数値は、平成28年度第１回県政モニターアンケート調査数値 （複数回答）

48.1(31.3)

41.6(35.3)

39.7(45.5)

31.3(37.4)

30.3(26.9)

28.9(24.6)

22.6(22.2)

15.4(16.1)

14.9(15.3)

10.2(4.4)

9.6(8.5)

9.1(7.5)

6.7(5.5)

6.5(7.2)

6.2(7.3)

5.8(5.3)

4.6(4.6)

3.5(3.1)

3.5(4.0)

2.8(3.7)

1.9(2.0)

0.9(0.8)

2.5(7.0)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子ども

女性

障がい者

高齢者

インターネットによる人権侵害

同和問題

プライバシー保護

特にない

外国人

東日本大震災に伴う人権侵害

刑を終えて出所した人

犯罪被害者等

北朝鮮拉致被害者

性的指向

性同一性障がい者

ＨＩＶ感染者

中国帰国者

ハンセン病患者・元患者等

人身取引

ホームレス

死刑制度

アイヌの人々

その他

7



問14 長野県で起きていると思う子どもに関する人権問題

問13 長野県で起きていると思う女性に関する人権問題

（複数回答）

■「男女の固定的な性的役割分担意識」が約３割、「セクシュアル・ハラスメント」が３割弱

■「いじめ」が４割超、「虐待」が約３割

31.9 

26.3

20.1 

12.0 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

男女の固定的な性的役割分担意識

セクシュアル・ハラスメント

ＤＶ

強制性交等の性暴力被害

その他

44.2 

28.7 

18.8 

14.9 

9.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

いじめ

虐待

体罰

子どもの性に着目した形態の営業や犯罪被害

強制性交等の性暴力被害

その他

問12で「女性に関すること」と回答した方

問12で「子どもに関すること」と回答した方

（複数回答）
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■家庭での子育ての「経験あり」が９割弱■「気持ちに余裕がないとき」が約５割■「相談した」が４割超■「夫や妻」、「夫や妻以外の家族や親族」がそれぞれ約７割■「どのような相談先があるのか周知すること」が４割超■「通告・相談先を含めて、通告の義務があることを知っていた」が約４■「子どもの親（保護者）が腹を立て、虐待がますますひどくなるのではないか」が約５割■「日常的に子どもと関わる機関が的確に子どもの状況を把握すること」が約３割■テレビコマーシャルの認知度が約６割■「児童虐待が社会的に重要な問題だということを理解した」が約７割■原因：社会環境や経済環境の変化による負担の増大やゆとりの喪失■「変化があった」が４割超■「子どもに『あんたなんか、生まれてこなければよかった』とたびたび言うこと」が８割超■「自分自身で解決すべきことだと思ったから」が７割弱⇒ 解決策：子育て世代（世帯）の負担やストレスの軽減■「環境保全活動」が約７割■「観光(利用者として)」が６割弱■「オーバーユース(登山者の増加に伴う植物への影響やゴミ問題等)」が５割超

５ 県職員の姿勢・行動について

■県の職員は「県民の皆様の期待にどの程度応えられているか」との問に対し、平均点は
６．１点（平成27年度第2回県政モニターアンケート調査数値 ６．３点）

■「賛成」と「条件付きで賛成」を合わせて７割超■「５月」が３割超で最も多く、次いで「７月」が２割超■「山の日」が２割超で最も多く、次いで「信州（の）山の日」が約２割

■県の職員は「県民起点で、高い志と仕事への情熱を持って職務に取り組んでいるか」との問に
対し、平均点は６．２点（平成27年度第2回県政モニターアンケート調査数値 ６．２点）

問15 県職員の県民の期待への対応度

問16 県職員の仕事への取組姿勢
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※問15と16は、県職員が「行政経営理念」を基本姿勢に、日常業務の中で県民の皆様の期待にど

の程度応えることができているかについて、10点満点で点数を付けていただきました。
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